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信
頼
関
係
や
人
柄
語
る

　
　
「
岡
崎
熹
平
太
が
め
ざ

し
た
世
界
平
和
へ
の
道
を

考
え
る
第
七
回
講
演
会
」

　
（
岡
崎
嘉
平
太
記
念
館
な

ど
主
催
）
が
六
日
、
吉
備

中
央
町
吉
川
、
き
び
プ
ラ

ザ
で
聞
か
れ
た
。
周
忌
来

・
元
中
国
首
相
の
通
訳
を

務
め
た
王
政
賢
・
中
日
友

好
協
会
副
会
長
が
、
日
中

国
交
回
復
の
原
動
力
と
な

っ
た
岡
崎
氏
と
筒
元
首
相

の
足
跡
や
人
柄
を
語
り
、

約
二
百
五
十
人
が
耳
を
傾

吉備中央で
元通訳講演岡崎氏と周元首相の人

柄などを話す王さん

け
た
。

　
岡
崎
氏
は
同
町
出
身
の

名
誉
県
民
。
全
日
空
社
長

を
務
め
、
一
九
六
二
年
に

始
ま
っ
た
日
中
覚
書
貿
易

の
中
心
的
役
割
を
祖
い
、

民
間
レ
ペ
ル
で
経
済
交
流

を
促
進
。
筒
元
首
相
と
会

談
を
重
ね
、
七
二
年
の
国

交
正
常
化
へ
道
を
関
い

た
。

　
王
さ
ん
は
、
日
中
共
同

声
明
の
調
印
直
前
に
開
か

れ
た
、
岡
崎
氏
と
筒
元
首

相
の
会
談
を
紹
介
。
「
『
混

乱
を
恐
れ
ず
話
し
合
い
を

続
け
た
岡
崎
さ
ん
の
功
績

を
、
中
国
の
若
者
に
伝
え

て
い
く
』
と
胴
元
首
相
が

話
す
と
、
岡
崎
さ
ん
は
『
ど

ん
な
困
難
が
あ
っ
て
も

こ
の
日
が
必
ず
来
る
、
と

確
信
し
て
い
た
』
と
答
え

た
」
と
説
明
。
二
人
の
信

頼
関
係
の
強
さ
を
強
調
し

た

　○

　
　
国
際
医
療
ボ
ラ
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テ
ィ
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の
苛
波
茂
代
表
に
よ
る
講

鯛
扁
刑
に
向
け
て
～
。
郷
『
一

敬
と
信
頼
の
ネ
ヅ
ド
ワ
ド

ク
』
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
金
尾
雅
広
）


	page1

